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エネルギー安全保障や脱炭素社会の実現に向けた国際的議論が加速する
中、核融合エネルギーは「未来の可能性」から「現実の産業」へと、大きく
歩みを進めつつあります。世界各国で研究開発競争が激化するなか、日本国
内においても核融合関連スタートアップの設立や異業種からの参入が相次ぎ、
産業界全体の機運はこれまでになく高まっています。

特に近年は、核融合炉の設計・建設・運用を支える技術領域が急速に多様
化しており、プラズマ、材料、超伝導、真空技術に加え、AI、デジタルツイ
ン、精密加工、制御工学など、幅広い分野の技術と人材が求められる時代と
なりました。核融合はもはや一部の専門家だけの研究分野ではなく、多様な
産業と人材が交わる新たな成長領域となりつつあります。

このような流れを受け、プラズマ・核融合学会では、核融合関連企業と次
世代を担う学生・若手研究者を結ぶ架け橋として、フュージョンエネルギー
実現に取り組む企業特集号第 2 号となる『Road to Fusion Energy 2027』を
発刊する運びとなりました。第 1 号発刊後には多くの反響をいただき、本誌
が核融合分野に関心を持つ学生にとって、企業や研究開発の最前線を知る貴
重な機会となっていることを実感しております。

本誌では、核融合産業を支える企業・研究機関の取り組みやビジョン、研
究開発内容、求める人材像、採用情報などを幅広く紹介し、読者が将来のキ
ャリアを具体的に描ける内容をめざしております。また、単なる就職情報誌
にとどまらず、日本のフュージョンエネルギー産業の現在地と将来像を伝え
る媒体としての役割も担いたいと考えております。
『Road to Fusion Energy 2027』は、プラズマ・核融合学会の学生会員をは

じめ、全国の大学・大学院・高等専門学校等へ配布されます。本誌を通じて、
核融合という壮大な挑戦に関わる多くの若者たちが、新たな可能性と出会い、
自らの未来へ踏み出す契機となることを願っております。

そして、核融合の社会実装に向けた歩みを支えるのは、人材であり、挑戦
を続ける企業・研究機関の存在です。本誌がその両者を結び付け、新たな連
携と発展を生み出す場となれば幸いです。今後とも、本誌の趣旨にご理解と
ご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
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